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款 項 目 大 中

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

15,314

国・県支出金 0 0 0 0

1,547

0

費用合計 16,307 10,501 10,376

一般財源 10,892 9,484 8,849

費
用

その他財源 5,415 1,017 1,527

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

◆28年度実施内容
・第34回シルバースポーツ大会
　小牧市シルバースポーツ協会の加盟団体並びに老人クラブを中心に高齢者のための
　レクリエーションスポーツ大会を１０月に開催し、高齢者がスポーツに取り組む機会を提供
　しました。
・プロ野球オープン戦の開催
　3月7日に中日ドラゴンズ対読売ジャイアンツのプロ野球オープン戦を開催し、7,030人
　が来場しました。
・公認スポーツ指導員養成講座
　公認スポーツ指導員、スポーツ推進委員をはじめ、すでに職域・地域などで活躍中の
　スポーツ指導者の資質向上を図るため、2日間で講座を開催し、34人が受講しました。
・こども夢・チャレンジカップＵ－12（小牧市長杯）の開催
　在日海外クラブチーム等によるジュニアサッカー大会として、「こども夢・チャレンジカップ
　Ｕ－12(小牧市長杯)」を開催し、夢に向かって挑戦する子どもたちを応援するとともに、
　参加チーム間の交流を図りました。
◆28年度直接経費の内訳
　　シルバースポーツ大会開催委託（406千円）、プロ野球オープン戦開催冠料（5,000千
円）、講習会講師謝礼（220千円）、こども夢・チャレンジカップＵ－12（小牧市長杯）開催負担
金(1,500千円)、その他消耗品費等（2,125千円）
　※その他財源の内訳：こども夢・チャレンジ基金繰入金1,500千円、スポーツ振興事業基金
利子18千円、プロ野球オープン戦入場券取扱手数料6千円、オリエンテーリングマップ売上
代3千円
◆29年度直接経費の内訳
　　シルバースポーツ大会開催委託（700千円）、プロ野球オープン戦開催冠料（5,000千円）
　講習会講師謝礼（360千円）、こども夢・チャレンジカップＵ－12（小牧市長杯）開催負担金
(1,500千円)、その他消耗品費等（8,176千円）
　※その他財源の内訳：こども夢・チャレンジ基金繰入金1,500千円、スポーツ振興事業基金
利子11千円、市民スポーツ教室30千円、プロ野球オープン戦入場券取扱手数料5千円、オ
リエンテーリングマップ売上代1千円

受益者負担 無

Ｈ27決算額Ｈ26決算額
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15,7369,251
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直接経費

16,861

その他職員
従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

対前年比 64.3 98.8 162.5

財
源

9,37615,182

Ｈ29予算額Ｈ28決算額

何・誰を
対象に 市民

どの様な状態
にするのか 生涯スポーツを通して体力づくりや健康保持への市民の意識の高揚を図る。

基本施策・展開方向 文化・スポーツ スポーツ スポーツ活動の機会を充実します

予算区分 10 6 1 3 1

事業番号 26 

平成29年度 事務事業評価シート（ 実施計画事業 ・ 経常事業 ）
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事務事業名 生涯スポーツ推進事業 担当部 教育委員会事務局

会計区分 一般会計 担当課 スポーツ推進課

事業期間 平成２６年度以前 ～ 平成３０年度まで 担当係 スポーツ推進係

根拠法令・個別計画 スポーツ振興計画
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千円 12 節 節

　事務事業評価の結果、オープン戦開催事業（生涯スポーツ推進事業の１事業）は、
これまでの取り組みの結果、一定の成果が出ており、事業費を削減しても今後も一定
の成果を見込めることから、1,600千円削減する。

３０年度以降
の実施内容

　引き続き、小牧市民球場でプロ野球オープン戦が開催されるように、主催者である
中日新聞社と調整を図る。

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

縮　小

一次評価のとおり。
平成30年度以降の事業費（一般財源）は、原則的に、平成29年度当初予算の金額
から本年度の事務事業評価による額を控除した金額を上限とするとともに、引き続
き、効果的・効率的な事業実施に努められたい。

事
業
の
自
己
評
価

事業の
達成状況

「プロ野球オープン戦」及び「公認スポーツ指導員養成講座」は、概ね目標値を達成し
ました。

事業実施における
課題

　平成28年度のプロ野球オープン戦は、中日ドラゴンズの対戦相手が人気球団で
あったので目標値を達成したが、毎年、オープン戦の対戦相手を選択できないなど、
不確定な要素によって入場者数が決まる傾向にある。
　公認スポーツ指導員養成講座は、講座の曜日を変更したことが、受講者数の増加
に繋がったので、今後も受講者が参加しやすい日程を検討する。

２９年度における
実施内容や結果

見込み

　プロ野球オープン戦については、平成２８年度と同様に入場者数が増えるように、Ｐ
Ｒに努める。また、公認スポーツ指導員養成講座は、講座の曜日を変更したことが、
受講者数の増加に繋がった。今後も目標値を達成する見込みである。

平
成
３
０
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定

事務事業評価による額 予算区分

H26 H27 H28 H29

6,400 6,400 6,400 5,000

成果指標名

プロ野球オープン戦 人
3,812 4,584 7,030

1 1 1

業
　
　
　
　
績

活動指標名 H26 H27 H28 H29

プロ野球オープン戦 回
1 1

公認スポーツ指導員養
成講座

回
1 1 1 1

1 1 1

事業番号 26

1 1

平
成
２
８
年
度
の
実
施
結
果

削減額・削減対象

判定理由・削減内容

縮　小
対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮
小すべきもの

1,600

公認スポーツ指導員養
成講座

人
30 30 30 30

26 27 34
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